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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 。， " 。， " rrf 

黒警員部市芹特
36度 137度

20030519-

若bか栗ぐり'中Sか村むら 16207 207072 52分 29分
20031215 

9，503 

53秒 22秒
20040501-

20040910 

わ若黒〈かる部栗〈べ!り市あ字しざ舌したや山ま
36度 137度

初日30708-
北陸新幹線

レたやま
舌山 16207 207027 52分 28分 2，237 建設に伴う

12秒 35秒
20031017 

事前調査

くる<， 36度 137度
宮みや沢ぎわ釈しや迦か 黒部市 16207 207068 51分 28分

20040810-
1，214 

み宮や沢ざわ
39秒 1秒

20041105 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代
自然流路3条，

縄文土器，土製品，石製品
縄文時代後期~晩期の

長掘立よ5柱~"建ー主物広2棟Z2，毒 土器出土

中世土師器，瀬戸美濃，若栗中村 集落跡

中世~近世
溝16条，土坑1068基， 珠洲，中国製磁器，越前， 中世後半~近世の集落

水田遺構， 越中瀬戸，伊万里，唐津， 跡

倒木痕41箇所 九谷，石製品，金属製品

竪次建物3棟， /茸2条，

舌 山 集落跡 縄文時代
自然流路2条，

縄文土器，土製品，石製品
縄文時代中期後葉~後

土坑33基， 期の集落跡

倒木痕19箇所

縄文時代 竪穴建物 1棟 縄文土器，石製品
縄文時代後期の竪穴建

物
宮沢釈迦 集落跡

近世~
溝3条，土坑13基，

唐津，志野，金属製品 18世紀代の遺物出土
倒木痕2箇所

黒部川左岸扇状地を横断するように，扇央部から段正にかけて3遺跡の調査を行った。若栗中村

遺跡は，扇央部に位置する東西約 1kmに渡る細長い遺跡である。縄文時代後期一晩期，中世後半~

近世の 2時期の遺構を確認しているが，縄文時代の若栗中村遺跡では後期一晩期の遺物が出土する

が，明確な遺構はなく，遺物散布地の域をでないものである。中世後半~近世にかけては，掘立柱
要 約 建物2棟，区画溝を確認している。出土遺物からは，周辺の城館等と同時期に成立した集落と考え

られる。舌山遺跡は，扇状地西端の段丘裾に位置する。自然流路と，川岸に点在する縄文時代中期

後葉の竪穴建物3棟を確認した。宮沢釈迦遺跡は，段丘上，舌状に張り出す台地先端に立地する。

水田化のための地形改変が繰り返し行われており，縄文時代後期の竪穴建物の痕跡を確認したのみ

である。




